
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個
人

情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲
載
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目
的
以
外

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
中
日
新
聞

販
売
店
が
お
届
け
し
ま
す
。

◇
乳
が
ん
講
座

31
日
（
木
）
前
10
〜
11
・

30
、
守
山
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
０

５
２
（
７
９
６
）
４
６
２
５

（
保
健
看
護
担
当
）
。
ブ
レ
ス

ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
（
乳
房
を
意

識
す
る
生
活
習
慣
）
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
―
が
テ
ー
マ
。
基

礎
知
識
に
つ
い
て
な
ど
、
総
合

上
飯
田
第
一
病
院
・
乳
腺
セ
ン

タ
ー
長
の
窪
田
智
行
さ
ん
に
よ

る
講
話
ほ
か
、
保
健
師
が
乳
が

ん
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
分
か
り

や
す
く
紹
介
。
子
連
れ
参
加
可

（
託
児
な
し
）
。
※
申
し
込
み

は
同
セ
ン
タ
ー
の
電
話
、
ま
た

は
専
用
フ
ォ
ー
ム
（
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）
で
受
け

付
け
。
守
山
区
在
住
、
乳
が
ん

に
つ
い
て
関
心

の
あ
る
人
対

象
、
先
着
20

人
。
無
料

◇
第
45
回
守
山
生
涯
学
習
ま

つ
り
―
み
ん
な
が
主
役
！
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
―

11
月
２
日
（
土
）
前
９
・
40

〜
後
５
、
３
日
（
日
）
前
10
〜

後
３
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
☎
０
５
２
（
７
９
１
）
７
１

６
１
。
同
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
舞
台

発
表
や
作
品
展
示
、
一
日
体
験

教
室
や
バ
ザ
ー
の
ほ
か
、
東
白

川
村
産
直
販
売
や
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
な
ど
多
彩
な
催
し

を
。
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
）
で
紹
介
。

一
般
対
象
。
無

料
（
有
料
の
催

し
も
あ
り
）

◇
も
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ

11
月
９
日
（
土
）
前
10
〜
後

２
・
30
、
ぽ
か
ぽ
か
温
泉
新
守

山
乃
湯
＝
鳥
羽
見
２
の
10
の
10

＝
駐
車
場
東
側
。
※
問
い
合
わ

せ
は
守
山
商
工
会
☎
０
５
２

（
７
９
１
）
２
５
０
０
へ
。
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
や
野
菜
販
売
、
大

道
芸
、
ゲ
ー
ム
な
ど
。
詳
細
と

開
催
の
有
無
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
）
で
紹
介
。
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
た
め
、
車
で
来
場
の

場
合
は
近
隣
の

パ
ー
キ
ン
グ
を

ご
利
用
く
だ
さ

い
と
の
こ
と

◇
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し

会
―
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
―

11
月
９
日
（
土
）
前
10
・
30

〜
11
・
30
、
守
山
図
書
館
☎
０

５
２
（
７
９
３
）
６
２
８
８
。

「
児
童
文
学

波
の
会
」
と
の

共
催
で
、
世
界
や
日
本
の
話
、

楽
し
い
・
切
な
い
話
な
ど
の
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
語
り
）

を
。
※
申
し
込
み
は
10
月
26
日

（
土
）
前
９
・
30
〜
同
館
の
窓
口

ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
。
一

般
対
象
、
先
着
30
人
。
無
料

◇
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｕ

秋
ま

つ
り11

月
10
日
（
日
）
前
９
〜
後

５
、
体
感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０
５
２
（
７
３

９
）
０
５
２
０
。
埴は

に

わ輪
作
り
や

摩
擦
熱
で
の
火
お
こ
し
、
サ
ツ

マ
イ
モ
収
穫
と
い
っ
た
体
験
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
自
分
で
色
を

塗
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
て

楽
し
む
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
ゲ
ー
ム
、
雑

貨
や
新
鮮
食
材
の
マ
ル
シ
ェ
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
。
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
。
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
）
で
詳
細
を
紹
介
。

※
当
日
は
駐
車
料
金
３
０
０
円

要
。
一
般
対
象
。

無
料
（
有
料
や

要
整
理
券
の
催

し
も
あ
り
）

◇
第
８
回
志
段
味
図
書
館
ま

つ
り11

月
17
日
（
日
）
前
９
・
30

〜
後
５
、
志
段
味
図
書
館
☎
０

５
２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。

い
ろ
い
ろ
な
お
は
な
し
会
や
絵

本
読
み
聞
か
せ
、
フ
リ
マ
や
区

内
福
祉
施
設
に
よ
る
木
工
製
品

の
バ
ザ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
い

っ
ぱ
い
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
税
を
考
え
る
週
間

記
念

講
演
会
―
揺
れ
動
く
内
外
情
勢

と
こ
れ
か
ら
の
政
治
経
済
―

11
月
21
日
（
木
）
後
１
・
30

〜
３
（
後
１
開
場
）
、
守
山
文

化
小
劇
場
。
問
い
合
わ
せ
は
名

古
屋
北
法
人
会
事
務
局
☎
０
５

２
（
９
１
５
）
３
８
８
６
へ
。

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
﨑

史
郎
さ
ん
が
、
今
後
の
日
本
の

政
治
と
経
済
が
ど
の
よ
う
に
進

む
の
か
な
ど
、
分
か
り
や
す
く

話
を
。
※
申
し
込
み
は
11
月
８

日
（
金
）
ま
で
、
同
事
務
局
の

電
話
で
受
け
付
け
。
一
般
対

象
、
先
着
３
０
０
人
。
無
料

50
回
目
と
な
る
「
庄
内
川
ま

つ
り

魚
釣
り
大
会
」
が
11
月

３
日
（
日
）
、
庄
内
川
水
分
橋

の
左
岸
下
流
・
特
設
テ
ン
ト
を

集
合
場
所
に
し
て
開
か
れ
る
。

当
日
自
由
参
加
、
受
け
付
け
は

午
前
７
時
か
ら
。

市
民
団
体
「
矢
田
・
庄
内
川

を
き
れ
い
に
す
る
会
」
が
主

催
。
ま
た
同
催
し
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
る
「
守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス

ク
ー
ル
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

対
象
事
業
で
、
ス
タ
ン
プ
が
２

個
も
ら
え
る
「
い
ち
お
し
イ
ベ

ン
ト
」
に
も
な
っ
て
い
る
。

審
査
は
午
前
10
時
半
〜
同
11

時
。
釣
れ
た
魚
の
数
で
は
な
く

１
匹
の
体
長
を
競
い
、
シ
ラ
ハ

エ
（
オ
イ
カ
ワ
）
は
盾
・
賞
状

・
賞
品
を
贈
る
ほ
か
、
コ
イ
と

フ
ナ
類
に
は
５
位
ま
で
賞
品
な

ど
を
用
意
し
て
い
る
。

参
加
費
３
０
０
円
、
道
具
と

餌
は
各
自
持
参
。
同
日
、
庄
内

川
の
シ
ジ
ミ
の
み
そ
汁
な
ど
食

味
に
よ
る
水
質
調
査
や
、
魚
の

つ
か
み
取
り
体
験
も
催
す
。

雨
天
時
は
11
月
10
日
（
日
）

に
延
期
。
開
催
の
有
無
や
詳
細

は
「
矢
田
・
庄
内
川
を
き
れ
い

に
す
る
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
）
に
掲
載
す
る
。
問
い
合
わ

せ
は
同
会
＝
☎

０
５
２
（
７
９

４
）
３
８
７
６

＝
へ
。

魚
釣
り
大
会

魚
の
大
き
さ
を
競
う
ほ
か
、つ
か
み
取
り
体
験
も

庄
内
川
ま
つ
り

来
月
３
日

守
山
区
出
身
の
落
語
家
・
立

川
か
し
め
さ
ん
と
三
遊
亭
好こ

う

好こ
う

さ
ん
ら
出
演
「
年
忘
れ
も
り
や

ま
落
語
会
」
が
12
月
28
日
（
土
）、

守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
１

＝
で
催
さ
れ
る
。
午
後
２
時
開

演
、
同
１
時
半
開
場
。

か
し
め
さ
ん
は
苗
代
小
、
守

山
東
中
の
卒
業
生
。
各
種
メ
デ

ィ
ア
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
活
躍
中
。

ま
た
、
好
好
さ
ん
は
小
幡

小
と
守
山
東
中
の
卒
業

生
。
主
に
都
内
の
両
国
寄

席
、
亀
戸
梅
屋
敷
寄
席
な

ど
に
出
演
し
て
い
る
。

今
回
の
落
語
会
は
「
名

古
屋
の
名
人
へ
の
挑
戦

！
」
が
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
。

多
芸
多
彩
の
曲
独ご

楽ま

師
・

柳
家
三み

亀き

司じ

さ
ん
、
名
古

屋
で
唯
一
の
落
語
家
一
門

の
宗
家
・
登

と
う
り
ゅ
う龍

亭て
い

獅し

篭か
ご

さ

ん
も
出
演
し
、
守
山
区
出

身
の
二
人
が
演
芸
の
技
で

名
人
た
ち
に
挑
む
。

チ
ケ
ッ
ト
（
全
指
定
席
）
は
一

般
１
５
０
０
円
。
そ
の
ほ
か
、

守
山
区
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

対
象
「
守
山
区
民
割
」
１
３
０

０
円
（
守
山
文
化
小
劇
場
窓
口

で
前
売
り
の
み
。
購
入
時
に
身

分
証
や
勤
務
先
の
名
刺
・
名
札

を
提
示
要
）
も
あ
り
。

未
就
学
児
入
場
不
可
。
問
い

同
じ
く
「
い
ち
お
し
イ
ベ
ン

ト
」
、
恒
例
「
ま
め
な
し
の
実

の
観
察
会
」
が
11
月
４
日
（
月

・
振
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
檀

ノ
浦
公
園
＝
御
膳
洞
＝
を
集
合

場
所
に
し
て
開
か
れ
る
。

守
山
区
は
、
自
生
す
る
マ
メ

ナ
シ
の
数
が
日
本
一
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
蛭ひ

る

池
の
マ
メ
ナ
シ
を

守
る
会
」
会
員
ら
の
案
内
で
、

絶
滅
危
惧
種
・
マ
メ
ナ
シ
を
観

察
。
雨
池
や
蛭
池
を
巡
り
な
が

ら
実
に
つ
い
て
な
ど
を
学
べ
る

ほ
か
、
食
用
ナ
シ
と
の
食
べ
比

べ
も
楽
し
め
る
。

参
加
無
料
、
一
般
対
象
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。
午

前
９
時
半
か
ら
受
け
付
け
、
当

日
先
着
30
人
。
動
き
や
す
い
服

装
と
履
き
慣
れ
た
靴
、
帽
子
や

水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
。

小
雨
決
行
。
開
催
有
無
の
確

認
は
、
当
日
の
午
前
８
時
以
降

に
「
名
古
屋
お
し
え
て
ダ
イ
ヤ

ル
」
＝
☎
０
５
２
（
９
５
３
）

７
５
８
４
＝
で
。
同
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
）
で
も
案
内
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
守
山
自
然
ふ

れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
（
区
役
所
地
域
力
推

課
）
＝
☎
０
５

２
（
７
９
６
）

４
５
２

４
＝

へ
。

「
ま
め
な
し
の
実
の
観
察
会
」

来
月
４
日

食
用
ナ
シ
と
の
食
べ
比
べ
も

〝
知
っ
て
楽
し
い
〞
毎
回

好
評
の
観
察
会
（
昨
年
）

合
わ
せ
は
同
劇
場
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

同
落
語
会
の
招
待
券
を
本
紙

読
者
５
組
10
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
落
語

会
」
、
本
文
に
①
住
所
②
氏
名

③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
お
近
く

の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
記
入

し
て
＝circle@m-hn.com

＝

へ
。〈

郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
６
５
、
廿
軒
家
12
の
18
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
落
語

会
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

と
も
に
締
め
切
り
は
10
月
29

日
（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

こ
と
し
は
50
回
目
―
子
ど
も
も
楽

し
め
る
「
魚
釣
り
大
会
」
（
以
前
）

名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス

主
催
、
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
紅
葉
の
小
幡
緑
地
を
巡
る
」

が
11
月
24
日
（
日
）
に
開
か
れ

る
。
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と

も
、
ゆ
と
り
ー
と
ラ
イ
ン
小
幡

緑
地
駅
＝
竜
泉
寺
２
＝
で
参
加

無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

紅
葉
の
見
ど
こ
ろ
を
巡
る
な

ど
小
幡
緑
地
本
園
を
自
由
散
策

す
る
ほ
か
、
四
つ
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
探
し

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
。
受
け
付

け
は
ス
タ
ー
ト
が
午
前
９
時
〜

同
10
時
半
、
ゴ
ー
ル
が
午
前
10

時
〜
午
後
12
時
半
。

雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。
開

催
有
無
の
確
認
は
、
当
日
の
午

前
８
時
以
降
に
名
古
屋
お
し
え

て
ダ
イ
ヤ
ル
＝
☎
０
５
２
（
９

５
３
）
７
５
８
４
＝
ま
た
は
同

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取
り
）
で
。

コ
ー
ス
途
中
に
階
段
や
坂
道

あ
り
。
問
い
合
わ
せ
は
名
古
屋

ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
業
務
課
＝

☎
０
５
２
（
７
５
８
）
５
６
２

０
（
平
日
、
午

前
８
時
45
分
〜

午
後
５
時
15

分
）
＝
へ
。

紅
葉
の
小
幡
緑
地
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

来
月
24
日

自
由
散
策
や
キ
ー
ワ
ー
ド
探
し
も

秋
の
小
幡
緑
地
を
自
由

散
策
（
イ
メ
ー
ジ
）

守
山
署
管
内
で
は
、
こ
と

し
９
月
末
ま
で
に
特
殊
詐
欺

被
害
が
50
件
発
生
し
、
中
で

も
警
察
官
を
名
乗
る
人
物
か

ら
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
誘
導
さ
れ
、

金
銭
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
被

害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

警
察
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ

た
取
り
調
べ
や
、
逮
捕
状
の

提
示
を
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

【
手
口
】

①
警
察
官
を
名
乗
る
人
物

が
「
口
座
が
不
正
利
用
さ
れ

て
い
る
」
と
い
っ
た
内
容
で

電
話
を
し
て
く
る
。

②
疑
い
を
か
け
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
取
り
調
べ
に
誘
導
。

「
あ
な
た
は
犯
罪
に
加
担
し

て
い
る
。
逮
捕
す
る
」
な
ど

と
言
い
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
や

り
と
り
を
強
要
し
、
警
察
手

帳
や
逮
捕
状
を
見
せ
る
。

③
保
釈
金
の
支
払
い
名
目

で
金
銭
を
要
求
。
「
逮
捕
さ

れ
な
い
た
め
の
保
釈
金
が
必

要
」
と
言
い
、
指
定
口
座
に

現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
覚
え
て
ほ
し
い
こ
と
】

▽
警
察
は
連
絡
手
段
と
し

て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
い
ま
せ
ん

▽
警
察
手
帳
や
捜
査
書
類

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
見
せ
ま
せ
ん

▽
手
続
き
な
し
で
現
金
を

預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　

◇　
　
　

◇

警
察
官
を
名
乗
る
人
物
か

ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
や
り
と
り

を
求
め
ら
れ
た
ら
詐
欺
を
疑

い
、
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

「
警
察
」＋「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」は
詐
欺
を
疑
っ
て
！

立川かしめさん 三遊亭好好さん

守
山
区
の
お
い
し
い
店
な
ど
が
集
合

学びの成果を披露する舞台発表（昨年）

古
墳
グ
ッ
ズ
作
り
な
ど
古
代
を
体

験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

「
年
忘
れ
も
り
や
ま
落
語
会
」12
月
28
日
守
山
文
化
小
劇
場

立
川
か
し
め
さ

ん

と
三
遊
亭
好
好
さ

ん

演
芸
の
技
で
名
古
屋
の
名
人
た
ち
に
挑
戦

守
山
区

出

身

守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
い
ち
お
し
イ
ベ
ン
ト
」

２０２４年（令和６年） 1０月号 〔２〕




